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1 Stephen Darwall, Allan Gibbard, Peter Railton, Moral Discourse & Practice: Some Phiolosophical 
Approaches, Oxford University Press, 1997.  
 
 54 
ースガードの二本の論文「実践理性についての懐疑」「反省の権威」をそれぞれ
森芳周と奥田太郎が紹介しています。相互の読み合わせと原稿の修正には上記
の執筆者のほかに、林芳紀、島内明文も参加しています。 
まだまだ基礎文献の収集と読解という段階で研究不足の感は否めませんが、
日本では 1970年代以降の英米圏のメタ倫理学の体系的な紹介や議論が十分にな
されていないことを鑑み、ここにとりあえずの成果を発表する次第です。今後
の議論の活性化に、本報告がいくらかでも貢献できれば幸いです。 
 
 
 
 
内容 
1. 序：「内在主義と外在主義の区別について」...................神崎宣次、佐々木拓 
2. バーナード・ウィリアムズ「内在的理由と外在的理由」.....................児玉聡 
3. クリスティン・コースガード「実践理性についての懐疑」.................森芳周 
4. クリスティン・コースガード「反省の権威」.....................................奥田太郎 
 
